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２．施策の事業費

３．施策の達成状況

作成： 2024 6 5

施策番号
施　策　名 地域文化の振興

基本目標 心豊かで輝く人と文化を育むまちづくり

2-2-1

施策関係課 環境土木課

１．施策の方針と成果指標

施策の方針 対象 意図 結果

政策名 地域文化の形成とスポーツ環境の充実

主　管　課 生涯学習課 課長名 江崎　健一 内　線 451

地域における文化活動への参加を促進すると
ともに、文化財などの収集・活用を進めます。

町民
・文化・芸術を身近に感じさせる地域づ
くり

心豊かに暮らせるまち

成果指標 説明 単位 策定時(基準値) 2023年度実績 2024年度実績 2025年度実績 2026年度実績 2026年度目標

文化活動への参加者数 生涯学習課調べ 人
1,172
(R3)

1,439 1,400

文化活動がしやすいと感じ
る町民の割合

住民意識調査 ％
73.0
(R3)

70.1 78.0

成果指標
設定の考え方

①前期計画で得られなかった評価(45%超)を目標値としたもの。
②現状の加速する減少率を改善し下げ止まりの傾向を示すもの。

策定時決算 2023年度決算 2024年度決算 2025年度決算 2026年度決算

（１）施策の達成度とその考察

①2023年度
の成果評価
（基準年との比較）

成果は向上した
想定され
る理由

新型コロナの５類移行もあり、文化活動が再開、活
発化しているため、各種事業参加人数が増えている
と想定される。

成果は変わらなかった

成果は低下した

施策事業費　(千円） 16,304 20,115

②第5期総合計
画後期実施計画
(2026年度)の最
終的な目標達成
状況

現状の取組の延長で目標は達成でき
る

根拠
（理由）

　文化活動やそれに類する活動について認知度が
低いところがあるため、周知することに取り組んで行
く必要を感じる。
　芸術鑑賞の町民参加による実行委員会の継続、
町民活動支援センターの登録者数の増、町民文化
展の出展者増に向けた取組は継続的に実施する。
　文化協会をはじめとする関係団体と連携し、多くの
町民が芸術、文化活動に興味を持ってもらえるよう
取り組む。

現状の取組の延長で目標達成は難し
いが、現行事業の見直しや新規事業の
企画実施で目標達成は可能

事業の見直しや新規事業の企画実施
をしても目標達成は難しい

（２）施策の成果評価に対する2023年度事務事業総括

①施策の成果向
上に対して貢献
度が高かった事
務事業

芸術鑑賞会等開催事業
②施策の成果向
上に対して貢献
度が低かった事
務事業

③事務事業全体
の振り返り(総括)

・町民との連携による文化芸術活動の充実
　芸術鑑賞会等開催事業は、町民参加による実行委員会組織での企画・運営で実施されており、引き
続き実施していくものとするが、多くの観客を求める等集客について検討が必要。
・町民文化展の出展は上昇しているが、展示方法等の見直しを含めて関係者との協議を継続していく。
・児童生徒の文化芸術振興
　全国全道大会出場支援は、文化活動支援として浸透していることから、引き続き実施していく。
・文化協会については役員の高齢化、加盟団体の減少等もあり停滞気味であると感じる。



４．施策を取り巻く状況変化・住民意見等

５．施策の課題認識（現状の課題、第5期総合計画後期実施計画期間において新たに取り組むべき課題）

６．経営戦略会議（庁内評価）

Ａ：実現した

Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した

Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない又は維持した

Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

７．総合計画審議会（外部評価）

Ａ：実現した

Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した

Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない又は維持した

Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

（３）「施策の方針」実現に対する進捗結果（計画策定時との比較）

担当課
評価

　新型コロナの５類移行により、全体的な文化・芸術活動
の再開されている。全道全国大会への支援等、子ども達
の文化活動等の支援を継続していく

A B C

Ａ：実現した　　　　　　　Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した　　　　Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した
Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない又は維持した　　　　　　　　　　　　Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

施策を取り巻く状
況と今後の予測

・芸術鑑賞会の開催は、町民参加による実行委員会組織として企画・運営を担っていただき、評価を得
ていることから継続していくが、集客部分も意識した事業展開も考えていく必要を感じる。
・町民文化展は年に１度作品を見てもらう機会であり、やりがい・いきがいにつながるものであることか
ら多くの方に参加していただけるよう取り組んでいく。
・文化協会活動については、多くの町民が参加・鑑賞できる事業の実施支援と組織の強化に協力して
いく。
・文化芸術活動への支援として、鑑賞会等の充実を図るとともに、大会出場助成を継続する。
・フレンドリーコンサートの本格再開は、吹奏楽関係者に取って大変喜ばしいものであり、引き続き支援
を行う。

この施策に対して
住民・審議会・議会
からどのような意見
や要望が寄せら
れ、どのように改善
したか。

・文化活動に関する公民館施設の利用料金減（シニア割引）希望。
・町民文化展の内容を再考。（茶席の実演、大正琴演奏など、展示以外のメニューの検討）
・ふるさと歴史館の活用（各種講座、特別展示等の実施）。

・芸術鑑賞会の継続開催。町民参加の実行委員会組織からの提案事業を実施。
　→様々な分野の鑑賞により町民の文化的思考の高揚に寄与する。
　→集客面での検討も必要。
　→「一流を見て、聴いて、学ぶ」事業を意識した講演内容
・文化協会の活動内容などを検証し、魅力ある組織、活動への協議と事業実施への支援。
　→組織体制の高齢化、人材の育成、役員のなり手不足。
・指定管理者と連携した公民館講座の充実。
・文化活動に必要な設備備品の計画的な整備。
・ふるさと歴史館の各種講座、特別展示の実施等の事業充実。

D E

進捗結果 ○

今後の取組
に対する
意見

５に記載の取り組みを進めてください。

評価 庁内評価同様に前進したと評価する。

A

D E

進捗結果 ○
評価 担当課評価同様に、前進したと評価する。

A B C

B C D E

進捗結果 ○

今後の取組
に対する
意見

・他自治体で行っている体験型の文化展（生け花など）は反響
があり、芽室町でも取り入れたらどうか。
・学校単位で、楽器の演奏や人形劇など触れ合える機会を
作ってほしい。
・文化活動を支援する取り組みが必要である。


